

























































































































































































































































































































































































   のが、おそすぎた。」
と、言葉を交わす 26）。ここで、寺山の分身はいつまでも母の姿を追い
求め、長い間大人になることができなかったかくれんぼの「鬼」であった
ことを告白し、顔を見ることができなかった「母」の姿を撫子に重ね、「お
母さん！　もう一度、ぼくを妊娠してください！」と胎内回帰を乞う。撫
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子は鬼子母神と化した「母」の群れとなり、身毒丸を食べ、身毒丸は鬼子
母神の胎内に戻される。鬼子母神がお釈迦様に隠された末っ子とは、身毒
丸であり、寺山の分身であったと考えれば、鬼子母神の胎内に回帰した寺
山の分身は、本当の「鬼」の子になったのであろうか、それとも我が子が
戻ってきて、 鬼子母神は改心し、 もう「鬼」ではなくなったのであろうか。
寺山が幼少期から描き続けた「かくれんぼ」の幻想は、ここで結末を迎え
ている。
『青森県のせむし男』から描いてきた「母と子の物語」は『身毒丸』に
おいて、 このような結末を迎えた。寺山にとって、「私とは誰か？」とい
う「アイデンティティの在所の追求」は母親の存在とは切り離せないとい
うことが、「天井桟敷」の作品戯曲の随所から読み取ることができる。
５．おわりに
本稿では、「天井桟敷」の作品の傾向・要素から、『身毒丸』の戯曲の分
析を行った。初期作品から描いてきた「母と子の物語」と、寺山自身の「ア
イデンティティの在所の追求」に結び付く表裏一体のテーマであり、演劇
以外にも、詩、短歌、映画…とジャンルを越境する活動において、寺山は
この一貫したテーマ性を持って作品を創作していたことがわかった。「天
井桟敷」の活動の後期に発表された『身毒丸』には、中期の市街劇、実験
的な作品の要素が組み込まれ、それを一つずつ検証することで、初期から
寺山が描いてきた世界観がより明確な輪郭を持って現れた。
『身毒丸』は、寺山と J・A・シーザーの「日本語によるオペラを」と
の思いから作られた「見世物オペラ三部作」（「草迷宮」・「怪人フー・マン
チュー）」の一つで、寺山はわずか一ヶ月で戯曲を書いている。短期間で、
この完成度の高い戯曲を書いているという背景には、すでに構想があった
という可能性があるので、今後の課題として検証していきたい。
また、初期作品から『身毒丸』への戯曲の変遷に影響を与えた演劇論や
思想について検証していくことが今後の課題である。
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注１） 山口昌男・白石征　監修（2009）『寺山修司著作集　第３巻　戯曲』（クイ
ンテッセンス出版），p.263より引用
２） 同上，p.150より引用
３） 「活歴」とは，仮名垣魯文が1878年嘲笑的に用いた「活歴史」という評言に
基づく，生きた歴史の意．歌舞伎演出形式の一つ．忠実を重んじ，有職故実
を質して，当時の風俗をありのままに再現することを目的としたものであ
る．
４） 「リアリズム演劇」というジャンルは西洋には存在せず，日本では，小山内
薫のスタニスラフスキーとの交流を通して，よりシステマティックで具体的
に表現におけるリアリズムが定着したとされ，新劇の演劇実践と強く結びつ
いてイメージされている．
５） 高取英「寺山修司ガイド　青森県のせむし男」『KADOKAWA夢ムック文芸
別冊〔総特集〕寺山修司』（河出書房新社，2009），p. 149　参照
６） 久保陽子（2012）「寺山修司演劇における俳優」『寺山修司研究【第５号】』　
（文化書房博文社），p. 137より引用
７） 同上，p. 136より引用
８） 訶利帝母の訳．仏教を守護する善女神の一人．多くの子をもっていたが，常
に他人の子を奪って食べるので，仏が鬼子母の子を隠して，子を食う罪をさ
とした．以後仏教に帰依し，その守護神となったという．安産と幼児保護の
神．
９） 山口昌男・白石征　監修（2009）『寺山修司著作集　第３巻　戯曲』（クイ
ンテッセンス出版），p. 264より引用
10） 岡田敦（2005）「『身毒丸』考－ジャパニーズ・エディプスの行方―」椙山
女学園大学研究論集（36）p. 47より引用
11） アントナン・アルトーは「われわれは演劇を呪術の真の作用と考える」と宣
言した．
12） 寺山修司(2017)『〔新装版〕寺山修司幻想劇集』（東京印書館），p.409より引
用
13） 同上，p.133より引用
14） 柳田國男とは日本の民俗学者である．代表著作に『遠野物語』（1910）があ
る．
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15） 山口昌男・白石征　監修（2009）『寺山修司著作集　第３巻　戯曲』（クイ
ンテッセンス出版），p. 264より引用
16） 山口昌男・白石征　監修（2009）『寺山修司著作集　第４巻　自叙伝・青春
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17） 山口昌男・白石征　監修（2009）『寺山修司著作集　第３巻　戯曲』（クイ
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18） 寺山修司（1983）「ノート」『田園に死す・草迷宮』（フィルムアート社）
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19） 山口昌男・白石征　監修（2009）『寺山修司著作集　第３巻　戯曲』（クイ
ンテッセンス出版），p. 220より引用
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21） 山口昌男・白石征　監修（2009）『寺山修司著作集　第３巻　戯曲』（クイ
ンテッセンス出版），p. 263より引用
22） 寺山修司は，自らの出生地を「汽車」と言っている．寺山の作品では，「汽
車」は胎内を表し，「汽車に乗る」ことは性的な交わりの比喩とされている．
23） 久保陽子（2015）「〈自伝〉と『夢』の形式を借りた『虚構』‐寺山修司の
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〔総特集〕寺修司』（河出書房新社）p.120より引用
25） 山口昌男・白石征　監修（2009）『寺山修司著作集　第３巻　戯曲』（クイ
ンテッセンス出版），p. 245より引用
26） 山口昌男・白石征　監修（2009）『寺山修司著作集　第３巻　戯曲』（クイ
ンテッセンス出版），p. 261より引用
27） 蜷川幸雄（2013）『演技の力』（日本経済新聞社）p. 293　より引用
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